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※1 もたれ式擁壁護岸背面と橋台前面との離隔は、施工誤差等を考慮してW=50mm以上確保した。
※2 堤防天端幅に相当する幅。(Q=50m3/sec＜500m 3/sec)
※3 支持地盤(基盤岩)との根入れはh=50cm以上確保した。

1
0
0
0

4
6
0
0

9
0
0

6
5
0
0

▽151.095

▽157.595

※1
130

※1
90

※
3

5
2
0

1
0
0
0

4
8
1
0

8
9
0

6
7
0
0

▽151.056

▽157.756

(2600)
(1300)

(600)

(4500)

(600)
(1300)

(2100)

(4000)

250 支間長:L=11.740m(CL上寸法) 250

30 桁 長:L=12.240m(CL上寸法) 30

橋 長:L=12.300m(CL上寸法)

A1

Fix

A2

Mov

※1
360

※1
290

※
3

5
6
0

h=3
.6m

h=
4.5m

h=3.6m

h=3.6m
h=3.2m

h
=3.2

m

h=5.
4m

h=3.2m

600

1
1
0
0

▽154.5

5000

75
°

9
500

56
°

45
°

5000

側 面 図 S=1:150

橋 の 重 要 度

橋 長

桁 長

幅 員 構 成

横 断 勾 配

斜 角

舗 装

設計水平震度

材
料
強
度

コンクリート

鉄 筋

12.300m

12.240m

10.300m （全幅 11.500m)

アスファルト舗装 75mm

A1橋台 右 65°00′00″、A2橋台 右 65°00′00″

SD345

(主桁）50 N/mm2

地 盤 種 別A 種 I 種

活 荷 重 B 活荷重

A1

設 計 条 件

形 式

PC単純プレテンションホロー桁 (BS12)

道 路 規 格 第 3 種 4 級 V=30 km/h

支 間 長 11.740m

縦 断 勾 配

上 部 工

下 部 工 逆T式橋台

基 礎 工 直接基礎

Kh = 0.16

上
部
工

コンクリート

鉄 筋

土砂

下
部
工

SD345

24 N/mm2

(場所打ち部）30 N/mm2

適 用 示 方 書 道路橋示方書-同解説 I,III,IV,V(H29.11)

6.000％

1.100％

Kh = 0.20 A2 Kh = 0.20

A2 Kh = 0.16

躯体

A1

橋 梁 一 般 図

橋梁一般図

1S=1:150
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3
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3
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※3 支持地盤(基盤岩)との根入れはh=50cm以上確保した。
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裏込め材

計画高水位 H=1.80m
(H=1.721m)

設計条件:もたれ式擁壁護岸

擁壁本体

荷 重

盛 土 材

支持地盤

設計基準

擁 壁 高

コンクリート
設計基準強度

コンクリート
単位体積重量

上載荷重

水 位

種 別

単位体積重量

内部摩擦角

粘 着 力

種 別

摩擦係数

付 着 力

地盤反力度

(社)日本道路協会:道路土工 擁壁工指針 平成24年7月

H≦4.0m

σck≧18N/mm
2

γc=23.0kN/m
3

q=0.0kN/m
2
(耕作地のため無し)

H=2.95m(HWL:h=1.8m)

礫質土:C1材相当(購入土)

γt=20.0kN/m
3

φ=35.0゜

c=0.0kN/m
2

軟岩:D級～CL級(調査ボーリング結果)

μ=0.70(岩盤)

c=0.0kN/m
2

qa=300.0kN/m
2
(軟岩)

留意事項
1.設計条件を変更する場合は、監督員と協議を行い設計計算を実施すること。
2.盛土材は、設計定数を満足する材料を使用すること。

(購入土以外の場合は、土質試験を実施し設計定数を確認すること。)
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注) ※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

下記の基準等を満足すること。

1.道路橋示方書-同解説(H29.11 日本道路協会)

2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

（H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体

と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注) この図面の機械式鉄筋定着工法は参考図であり製品を

指定するものではない。

A1橋台配筋図(その3) S=1:50
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A1橋台配筋図(その8)
機械式鉄筋定着工法数量表

鉄筋径
箇 所 数

0＜L≦1m

D13

D16

D19

D22

D25

小 計

合 計

1m＜L≦2m 2m＜L≦3m 3m＜L≦4m 4m＜L≦5m 5m＜L≦6m

D29

262

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

- -

--

- - - - --

-

-

-

-

-103

103

-

-

-

159

159

-

-

-

-

※

※

鉄筋質量表 (SD345)
種 別 径

(mm)

長 さ 本 数

(kg/m)

単位質量

(kg/本)

一本当り質量

(kg)

質 量 摘 要

P 1 D22 2000 53 3.04 6.08 322

P 2 D22 2000 53 3.04 6.08 322

P 3 D19 3500 2 2.25 7.88 16

P 4 D19 5500 1 2.25 12.38 12

P 5 D16 10500 1 1.56 16.38 16

P 6 D16 8500 1 1.56 13.26 13

P 7 D16 4000 1 1.56 6.24 6

P 8-1 D16 5500 1 1.56 8.58 9

P 8-2 D16 8000 1 1.56 12.48 12

P 9-1 D16 10000 2 1.56 15.60 31

P 9-2 D16 3500 2 1.56 5.46 11

P 10 D16 6690 1 1.56 10.44 10

P 11-1 D16 10000 1 1.56 15.60 16

P 11-2 D16 3500 1 1.56 5.46 5

P 12 D13 560 51 0.995 0.56 29

P 13 D13 570 2 0.995 0.57 1

P 14 D13 470 27 0.995 0.47 13

844 kg

J 1 D16 450 46 1.56 0.70 32

J 2 D16 230 46 1.56 0.36 17

49 kg

G 1 D13 1800 4 0.995 1.79 7

G 2 D13 340 6 0.995 0.34 2

9 kg

U 1 D16 2170 36 1.56 3.39 122

U 2 D16 2220 3 1.56 3.46 10

U 3 D13 9220 4 0.995 9.17 37

U 4 D25 500 9 3.98 1.99 18

187 kg

H 1 D16 1060 60 1.56 1.65 99

H 2 D16 860 90 1.56 1.34 121

H 3 D16 1300 30 1.56 2.03 61

281 kg

T 1 D16 800 56 1.56 1.25 70

T 2 D16 870 14 1.56 1.36 19

89 kg

A 1 D22 5500 42 3.04 16.72 702

A 2 D22 5000 10 3.04 15.20 152

A 3 D16 5500 31 1.56 8.58 266

A 4 D16 5000 21 1.56 7.80 164

A 5-1 D16 9500 17 1.56 14.82 252

A 5-2 D16 4970 17 1.56 7.75 132

A 6-1 D16 9500 1 1.56 14.82 15

A 6-2 D16 4980 1 1.56 7.77 8

A 7 D16 7360 2 1.56 11.48 23 (平均長)

A 8-1 D13 9500 17 0.995 9.45 161

A 8-2 D13 4710 17 0.995 4.69 80

A 9-1 D13 5000 1 0.995 4.98 5

A 9-2 D13 9210 1 0.995 9.16 9

A 10 D13 7050 2 0.995 7.01 14 (平均長)

A 11 D16 5730 3 1.56 8.94 27

A 12 D16 5320 3 1.56 8.30 25

A 13 D13 1450 26 0.995 1.44 37

A 14 D16 3000 54 1.56 4.68 253

A 15 D16 3040 2 1.56 4.74 9

A 16-1 D16 7000 3 1.56 10.92 33

A 16-2 D16 7500 3 1.56 11.70 35

A 17-1 D16 9500 2 1.56 14.82 30

A 17-2 D16 5000 2 1.56 7.80 16

A 18 D16 1290 107 1.56 2.01 215

A 19 D16 1290 52 1.56 2.01 105

2768 kg

F 1 D22 5700 53 3.04 17.33 918

F 2 D29 4130 53 5.04 20.82 1103

F 3 D16 1210 53 1.56 1.89 100

F 4-1 D16 10000 17 1.56 15.60 265

F 4-2 D16 3500 17 1.56 5.46 93

F 5-1 D19 10000 11 2.25 22.50 248

F 5-2 D19 3500 11 2.25 7.88 87

F 6-1 D13 10000 3 0.995 9.95 30

F 6-2 D13 3500 3 0.995 3.48 10

F 7 D19 4860 6 2.25 10.94 66

F 8-1 D19 8000 6 2.25 18.00 108

F 8-2 D19 5500 6 2.25 12.38 74

F 9 D13 1100 20 0.995 1.09 22

F 10 D13 1090 4 0.995 1.08 4

F 11 D13 980 63 0.995 0.98 62

F 12 D13 960 13 0.995 0.96 12

3202 kg

W 1

L
D19 3600 3 2.25 8.10 24

W 2

L
D19 4220 12 2.25 9.50 114

W 3

L
D19 3120 1 2.25 7.02 7

W 4

L
D19 2210 3 2.25 4.97 15

W 5

L
D19 3520 12 2.25 7.92 95

W 6

L
D13 3540 12 0.995 3.52 42

W 7

L
D16 3290 3 1.56 5.13 15

W 8

L
D16 4110 12 1.56 6.41 77

W 9

L
D16 3060 1 1.56 4.77 5

W 10

L
D13 3540 12 0.995 3.52 42

W 11

L
D13 560 23 0.995 0.56 13

W 12

L
D13 570 2 0.995 0.57 1

W 13

L
D13 590 14 0.995 0.59 8

W 14

L
D13 620 18 0.995 0.62 11

469 kg

W 1

R
D16 2160 2 1.56 3.37 7

W 2

R
D16 2790 4 1.56 4.35 17

W 3

R
D16 1770 1 1.56 2.76 3

W 4

R
D16 1920 2 1.56 3.00 6

W 5

R
D16 3050 4 1.56 4.76 19

W 6

R
D13 1350 7 0.995 1.34 9

W 7

R
D13 1950 2 0.995 1.94 4

W 8

R
D13 2750 4 0.995 2.74 11

W 9

R
D13 1770 1 0.995 1.76 2

W 10

R
D13 1350 7 0.995 1.34 9

W 11

R
D13 560 14 0.995 0.56 8

W 12

R
D13 590 5 0.995 0.59 3

W 13

R
D13 620 5 0.995 0.62 3

101 kg

G 1

r
D13 1160 8 0.995 1.15 9

9 kg

合 計 D29 1103 kg

D25 18 kg

D22 2416 kg

D19 866 kg

D16 2895 kg

D13 710 kg

総質量 8008 kg

種 別 径

(mm)

長 さ 本 数

(kg/m)

単位質量

(kg/本)

一本当り質量

(kg)

質 量 摘 要

※

※

※

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

注) ※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

下記の基準等を満足すること。

1.道路橋示方書-同解説(H29.11 日本道路協会)

2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

（H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体

と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注) この図面の機械式鉄筋定着工法は参考図であり製品を

指定するものではない。

4
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5
0

φ180

150 150

5
0

外 側 内 側

G r
1 D13

端部：4箇所

ガードレール補強筋 S=1:20

2
0
3

430

313

2
5
9

307

G r
1 8-D13 X 1160

A1橋台配筋図(8)

S=1:150 13
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裏込め工詳細図 S=1:100
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A1橋台

特 記(橋台背面アプローチ部)

-橋台背面アプローチ部については、盛土材料、および締固め度は

上表の条件に準じて施工を行う必要がある。

また、橋台背面部の土中に水が滞水しないように、排水工を設ける

必要がある。

橋台背面アプローチ部の盛土材料の基準値

項 目

最大粒径

4.750μm(NO.4)ふるい通過質量百分率

75μm(NO.200)ふるい通過質量百分率

塑性指数(425μmふるい通過分について)

100mm以下

25～100%

0～25%

10以下

範 囲

橋台背面の日常管理の基準値

仕上がり厚さ

200mm以下
Dc>平均92%

最少90%

締固め度 Dc

数 量 表

透水材

吸出し防止材

種 別 単位

W=400 t=30

数 量

水抜きパイプ(VUφ50) m

裏込め材 m3 146.5

21.6

14.0

項 目

400X400X20 箇所

m

備 考

(A1橋台)

透水材

W=400 t=30
(吸出し防止材)

直角方向平均幅 L=12.87m

水抜きパイプ

VUφ50 L=2.8m,90゜エルボ2個
護岸工前面まで配置

吸出し防止材
300X300X20

裏込め土
A=11.38m2

水抜きパイプ
VUφ50 L=2.8m,90゜エルボ2個

水抜きパイプ(90゜エルボ) 個 10

5

道路橋示方書-同解説 IV下部構造編- (公社)日本道路協会 平成29年11月(2017年) P543

道路橋示方書-同解説 IV下部構造編- (公社)日本道路協会 平成29年11月(2017年) P544
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※1 もたれ式擁壁護岸背面と橋台前面との離隔は、施工
誤差等を考慮してW=50mm以上確保した。

※2 堤防天端幅に相当する幅。(Q=50m
3
/sec＜500m

3
/sec)

※3 支持地盤(基盤岩)との根入れはh=50cm以上確保した。
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▽151.613
(計画河床高)

▽151.800
(計画河床高)

河川条件

検討年度

河 川 名

確 率 年

計画流量

河床勾配

粗度係数

令和2年度

大地谷川

1/30

Q=50m
3
/sec

(Q=49.9m
3
/sec)

i=1/100

コンクリート:0.015
河床 :0.027

計画高水位 H=1.80m
(H=1.721m)

設計条件:もたれ式擁壁護岸

擁壁本体

荷 重

盛 土 材

支持地盤

設計基準

擁 壁 高

コンクリート
設計基準強度

コンクリート
単位体積重量

上載荷重

水 位

種 別

単位体積重量

内部摩擦角

粘 着 力

種 別

摩擦係数

付 着 力

地盤反力度

(社)日本道路協会:道路土工 擁壁工指針 平成24年7月

H≦4.0m

σck≧18N/mm
2

γc=23.0kN/m
3

q=0.0kN/m
2
(耕作地のため無し)

H=2.95m(HWL:h=1.8m)

礫質土:C1材相当(購入土)

γt=20.0kN/m
3

φ=35.0゜

c=0.0kN/m
2

軟岩:D級～CL級(調査ボーリング結果)

μ=0.70(岩盤)

c=0.0kN/m
2

qa=300.0kN/m
2
(軟岩)

留意事項
1.設計条件を変更する場合は、監督員と協議を行い設計計算を実施すること。
2.盛土材は、設計定数を満足する材料を使用すること。

(購入土以外の場合は、土質試験を実施し設計定数を確認すること。)

余 裕 高 h=0.60m
(Q＜200m

3
/sec)

指定地等 指定地等該当なし

仮設工計画図(参考図)

15S=図示


